




要約:施設入院療法を必要とする難治性喘息児の入院前の地域校での学校生活の充実度を

アンケート調査し、前年度の通院喘息児、慢性疾患児、急性疾患児の結果 1)と比較した

ところ、難治性喘息児は学校欠席が多く、学習成績が不良で、校友からの評価も、自己イ

メージも低い。又学校での医療的処置の必要性が高く、保健室利用も多い。施設入院療法

にあたっては、治療プログラムにこれらの点の改善についても盛り込まれねばならない。

更に病弱養護学校だけでなく、一般校においてもこれらの患児に必要な教育プログラムの

開発ならびに医療的機能の充実を考えねばならない。


